
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,740 単位時間 1,140 単位時間 420 単位時間 540 単位時間 単位時間 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

80 人 59 人 人 2 % 2 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 6

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 7

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 60

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

60

うち必修授業時数 1,620

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

ｽｶｲﾏｰｸ㈱、㈱ｽﾀｰﾌﾗｲﾔｰ、㈱ｿﾗｼﾄﾞｴｱ、㈱JALｽｶｲ、㈱ﾄﾞﾘｰﾑｽｶｲ名古屋、羽田空港ｻｰﾋﾞｽｸﾞﾙｰﾌﾟ、ANA成田ｴｱﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ㈱、ANA大阪空港㈱（航空業界）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 240

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.ncfl.ac.jp/

97
■進学者数 0
■その他

その他：1人

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,740

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 300

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和5年度卒業生）

28
■地元就職者数 (F) 2
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

7

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 29
■就職希望者数 (D)　　　　　： 28
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 航空業界で求められている語学力・マナー・教養を身につけさせ、国際社会で活躍できる洗練された人材の育成を目指す

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能資格：実用英語技能検定・TOEIC600点以上・秘書技能検定・サービス介助士
令和5年度 中退率：1.8％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

平成25年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

464-0850

052-732-4600

456-0031

052-681-2299

中退率

令和6年7月31日

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人電波学園 昭和34年3月31日 理事長 小川 明治 愛知県名古屋市熱田区神宮四丁目７番２１号

名古屋外語・ホテル
・ブライダル専門学校

平成3年3月29日 小川 義則 愛知県名古屋市千種区今池５－２４－４

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化教養専門課程 国際エアライン科 平成25年文部科学省告示第3号 -



種別

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

②

①

③

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

坂口　大介 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　英語本科・英語科 R5.4.1～R7.3.31（2年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

 　年2回　（7月、2月）

（開催日時（実績））

 　第1回　令和5年7月25日　11：40～12：10
 　第2回　令和6年2月9日　17：00～17：30

伊東　沙織 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　国際エアライン科 R5.4.1～R7.3.31（2年）

加藤　舞 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　国際エアライン科 R5.4.1～R7.3.31（2年）

金井　美香子 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　ブライダル科 R5.4.1～R7.3.31（2年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

 　社会が求める人材は日常会話の中でコミュニケーションがとれる会話力であり、現場での実習等により、日常生活の中
　 で使われる語彙や表現を習得するとともに、現場用語などにも対応できるようなコミュニケーション能力を身につける。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

 　教育課程は、企業の要請を十分に生かしつつ、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施できるような教育課程と
 　なるように、定期的に開催する教育課程編成委員会の意見を反映しつつ、本校の教育方針に基づいて学科内で案を作
 　成し、校長の承認を得て教育課程とする。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

伊藤　洋子 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　教務部長 R5.4.1～R7.3.31（2年）

令和6年4月1日現在

服部　明芳 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　教務科長 R6.4.1～R7.3.31（1年）

名　前 所　　　属 任期

小川　義則 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　校長 R5.4.1～R7.3.31（2年）

市石　浩久 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　国際ホテル科 R5.4.1～R7.3.31（2年）

金井　翼 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　国際ホテル科 R5.4.1～R7.3.31（2年）

平松　貴美子 特定非営利活動法人フィール・ザ・ワールド　代表理事 R5.4.1～R7.3.31（2年）

村瀬　聖治 名古屋外語・ホテル・ブライダル専門学校　教務科 R5.4.1～R7.3.31（2年）

山中　純子 国際多読教育学会 理事 R5.4.1～R7.3.31（2年）

犬飼　和幸 ANA中部空港株式会社 総務部 人事部長 R5.4.1～R7.3.31（2年）

林　愼治 一般社団法人日本ホテルバーメンズ協会 財務部長・会計担当 R5.4.1～R7.3.31（2年）

吉松　健弥 株式会社ｸﾚｰﾙｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ、ﾋﾞｱﾝｶｰﾗﾋﾙｻｲﾄﾞﾃﾗｽ 統括支配人 R5.4.1～R7.3.31（2年）

石井　孝治 ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋 総支配人 R5.4.1～R7.3.31（2年）

   ・教育課程編成委員会やその他の企業等の意見を参考にしつつ、より実践的な教育となるように、企業実習や演習など
  　の授業を取り入れた教育課程表に変更している。
   ・「高い英語力を備えた人材」という期待に応えるため、TOEIC受験の機会を増やし、スコアアップのためのブラッシュアッ
　  プを行っている。



研修名：

期間：

内容

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

 　職員研修規程に基づき、毎年度初めに職員研修年間計画を作成し、必要に応じて本校が連携している企業等に委託
 　して本校、若しくは企業にて研修を行うものとする。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

本校にて、NCA Japan（株）・ANA中部空港（株）・（株）ソラシドエアの協力・賛同の下、実施。航空機の旅客
ハンドリングに欠かせない手荷物取扱に関する専門知識を学んだ。

航空機内手荷物取扱に関する座学研修 連携企業等：
NCA Japan㈱、ANA中
部空港㈱、㈱ｿﾗｼﾄﾞｴｱ

令和5年7月20日～25日 対象： 本校国際ｴｱﾗｲﾝ科専任教員

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

 　エアライン業界で働くためには語学は必須であり、客室乗務員、グランドスタッフ共に英検２級以上又はTOEICスコア
 　600点以上が要求される。そこで実際の現場に則した英語力を身につけるため現場経験者を派遣してもらい、専門用
 　語を含めた英語力を高め、英検合格やTOEICスコアアップに結び付ける。さらには中国語圏からの旅客にも対応でき
　 るよう中国語も習得する。また、空港での業務理解のため、企業と連携しながらインターンシップを実施し、評価シート
　 に基づいて評価をしてもらっている。

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ
中国東方航空
（株）エスエーエス

ECCジュニア

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

 　専門学校に対して社会が求めるものは最新の技術・知識など、そのより高い専門性にあり、そのためには専攻分野に
 　関する企業との連携をより強くしてゆく必要がある。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ
中国東方航空
（株）エスエーエス

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

中部国際空港・県営名古屋空港に
て、国際線・国内線のグランドス
タッフ業務の内容を理解するた
め、現場での企業実習を実施す
る。

中部国際空港・県営名古屋空港に
て、国際線・国内線のグランドス
タッフ業務の内容を理解するた
め、現場での企業実習を実施す
る。

場面ごとの英語表現・語彙を覚え
ることで、英語力をはかる目安とし
て様々な業界で活用されている
TOEICテストで、航空業界就職に
必要とされる600点以上獲得を目
指す。

英検・TOEIC対策Ⅱ

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（６）教育環境 施設・設備・学外実習・インターンシップ・海外研修

（７）学生の受入れ募集 学生募集活動・入学選考・学納金

（８）財務 学校の財務基盤・予算収支計画・財務情報公開

（３）教育活動 教育目標・教育到達レベル・授業評価・教員

（４）学修成果 就職率・資格取得率・退学率の低下

（５）学生支援 就職支援・生活支援・卒業生への支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像・学校の特色

（２）学校運営 運営方針・事業計画・意思決定システム

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

　 平成２２年度より、本校は自己点検自己評価を実施しており、報告書という形でホームページ上で公開している。
 　学校関係者評価委員会において、自己点検報告書を客観的に評価してもらい、本校の学校としての質の向上に
 　結び付けたい。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

①フィリピン・マニラ市内のPTC Aviation Training Centerにて客室乗務員（キャビンクルー）の教育インスト
ラクターから、客室乗務員のサービス要員・保安要員としての適性を高める指導方法等を学ぶ。②毎年フィ
リピンにて実施している本科の留学制度をブラッシュアップし、より質の高いプログラムに学生を送り出すた
めにフィリピン共和国およびフィリピンへの留学に関する知識を深める。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

②指導力の修得・向上のための研修等

フィリピン・マニラ市内のPTC Aviation Training Centerにて客室乗務員（キャビンクルー）の教育インストラ
クターから、客室乗務員のサービス要員・保安要員としての適性を高める指導方法等を学んだ。

キャビンクルー　インストラクター研修 連携企業等： PTC Aviation Training Center

令和5年10月24日 対象： 本校国際ｴｱﾗｲﾝ科専任教員

航空機内手荷物取扱に関する座学研修 連携企業等：
NCA Japan㈱、ANA中
部空港㈱、㈱ｿﾗｼﾄﾞｴｱ

令和6年7月24日～25日、8月31日 対象： 本校国際ｴｱﾗｲﾝ科専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等

（３）研修等の計画

本校にて、NCA Japan（株）・ANA中部空港（株）・（株）ソラシドエアの協力・賛同の下、実施。航空機の旅客
ハンドリングに欠かせない手荷物取扱に関する専門知識を学ぶ。

①キャビンクルー　インストラクター研修
②フィリピン留学に関する知識研修

連携企業等：
①PTC Aviation Training Center
②在名古屋フィリピン共和国総領
事館

令和6年10月 対象： 本校国際ｴｱﾗｲﾝ科専任教員

（３）学校関係者評価結果の活用状況

 　学校関係者評価結果より、入学してくる学生の学力に関し、航空業界で英語力が必須であるにもかかわらず、学生たち
 　の英語力の低下に対する対策をどのように考えるかとの問題提起があった。これに対する方策としては、入学時素養試
 　験（英語）結果により、点数の低い学生に対して補習を計画し、実施している。

（９）法令等の遵守 設置基準等の遵守・個人情報保護

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・ボランティア

（１１）国際交流 双方向の学生や先生の留学



種別

在校生保護者

学会役員

団体役員

企業等委員

団体役員

企業等委員

企業等委員

卒業生代表

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://www.ncfl.ac.jp/

公表時期： 毎年度初めに更新

（１１）その他 学則・学校運営の状況に関するその他の情報
※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

（８）学校の財務 事業報告書・貸借対照表・収支計算書・監査報告書
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果・改善方策
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ・派遣状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組状況・課外活動
（６）学生の生活支援 学生支援への取組状況・中途退学等への取組状況
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援

（２）各学科等の教育 入学生数・進級及び卒業の基準・定員・カリキュラム
（３）教職員 教職員数・組織・教員の専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取組状況・実習実技等への取組状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

 　本校の特色や取り組みなど、広くアピールすることで、企業等の関係者の専門学校に対する理解も深まり、実習、
 　就職指導など企業等との連携による活動の充実や、産業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につながる。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校の目標及び計画・経営方針・特色

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://www.ncfl.ac.jp/option/assessment.html

公表時期： 令和6年9月1日（予定）

特定非営利活動法人フィール・ザ・ワールド 代表理事 R5.4.1～R7.3.31（2年）

犬飼　和幸 ANA中部空港株式会社 総務部 人事部長 R5.4.1～R7.3.31（2年）

林　愼治 一般社団法人日本ホテルバーメンズ協会 財務部長・会計担当 R5.4.1～R7.3.31（2年）

吉松　健弥 株式会社ｸﾚｰﾙｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ、ﾋﾞｱﾝｶｰﾗﾋﾙｻｲﾄﾞﾃﾗｽ 統括支配人 R5.4.1～R7.3.31（2年）

平松　貴美子

石井　孝治 ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋 総支配人 R5.4.1～R7.3.31（2年）

柴山　博昭

澤田　智賀 なし R6.4.1～R7.3.31（1年）

山中　純子 国際多読教育学会 理事 R5.4.1～R7.3.31（2年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

オールリリーフ R5.4.1～R7.3.31（2年）
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1 ○ 一般教養Ⅰ

エアライン業界の就職活動における筆記試験対策
（SPI、WEBテスト、その他一般常識）を行う。
例題を挙げながら解法を確認、試験内容を理解す
る。

１
通

60 4 ○ ○ ○

2 ○ 一般教養Ⅱ

１年次に習得した知識を基に、繰り返し演習を行っ
ていく。また、ﾃｽﾄｾﾝﾀｰやWEBﾃｽﾄ以外の形式を採用
する航空会社の筆記試験にも焦点を当て、どの会社
の筆記試験にも自信を持って臨むことができるよう
にする。

２
通

60 4 ○ ○ ○

3 ○
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習
Ⅰ

コンピュータを使用したアプリケーション
（Office）のスキルアップ。現場に出てからのコン
ピュータスキルとして必要な最低限のことを身につ
ける。Word、PowerPointの操作技術を学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

4 ○
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習
Ⅱ

１年次後期に引き続き、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを使用したｱﾌﾟﾘｹｰ
ｼｮﾝ（Office）のｽｷﾙｱｯﾌﾟ。Excelを利用した表計算
およびｸﾞﾗﾌの作成。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの基礎を学習する。
また、Canvaを利用した広報物制作のスキルも身に
つける。

２
前

30 2 ○ ○ ○

5 ○
英検・TOEIC
対策Ⅰ

場面ごとの英語表現・語彙を覚えることで、英語力
をはかる目安として様々な業界で活用されている
TOEICテストで、航空業界就職に必要とされる600点
以上獲得を目指す。

１
通

60 4 ○ ○ ○ ○

6 ○
英検・TOEIC
対策Ⅱ

場面ごとの英語表現・語彙を覚えることで、英語力
をはかる目安として様々な業界で活用されている
TOEICテストで、航空業界就職に必要とされる600点
以上獲得を目指す。

２
通

60 4 ○ ○ ○ ○

7 ○
英文法ｸﾘﾆｯｸ
Ⅰ

TOEICテストによく出題される英文法に焦点をあ
て、各項目の理解を深めつつ実際のテストでの対応
力を高めることで、目標スコアを取得することを目
的とする。

１
通

60 4 ○ ○ ○ ○

8 ○
英文法ｸﾘﾆｯｸ
Ⅱ

TOEICテストによく出題される英文法に焦点をあ
て、各項目の理解を深めつつ実際のテストでの対応
力を高めることで、目標スコアを取得することを目
指す。

２
通

60 4 ○ ○ ○

9 ○
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ＆
ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞⅠ

航空会社の業務内容を英語で学ぶことにより航空業
界で即戦力となる英語力をつけ、地上職員と客室乗
務員に関する知識も習得する。

１
通

60 4 ○ ○ ○

10 ○
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ＆
ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞⅡ

客室乗務員の業務内容を英語で学ぶことにより航空
業界で即戦力となる英語力をつけ、フライトに関す
る知識も習得する。１年時に学んだ知識を持って更
にユニットを進める。

２
通

60 4 ○ ○ ○

11 ○
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ＆
ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ

TOEIC に出てくる基礎的な単語、熟語を習得する。
TOEICでの高得点獲得のための長文読解、文法のコ
ツをつかみ取り、持続する集中力を養います。

１
通

60 4 ○ ○ ○
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12 ○
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ＆
ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ

スコアアップに必要な語彙力の強化と基本的な文法
的事項の再確認を中心に、限られた時間内で素早く
正確に長文を読解できるようになることを、主な狙
いとする。

２
通

60 4 ○ ○ ○ ○

13 ○ ﾘｽﾆﾝｸﾞ演習Ⅰ
TOEICに 頻出する語彙を実際の問題形式で、音声・
スペル・意味の三つの側面から力を付ける。

１
通

60 4 ○ ○ ○ ○

14 ○ ﾘｽﾆﾝｸﾞ演習Ⅱ
TOEICに出てくる基礎的な単語、熟語を習得する。
TOEICテストでの高得点のためのリスニング、文法
のコツをつかみ取り、持続する集中力を養います。

２
通

60 4 ○ ○ ○

15 ○ 接客ﾏﾅｰⅠ

学生たちが現場に出た際に役立つ社会人としてのマ
ナーを身に付けることを目的とする。特に接客をす
る人間として、相手の立場に立った考え方と行動が
出来るように学習を進めていく。秘書検定２級の取
得を目指す。

１
通

60 4 ○ ○ ○

16 ○ 接客ﾏﾅｰⅡ

これから控える就職活動、そして社会人への準備を
完了する為に言葉遣い・マナー・接遇・立居振る舞
いを完璧に磨き上げる。秘書検定２級・準１級の取
得を目指す。

２
通

60 4 ○ ○ ○

17 ○
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
Ⅰ

客室乗務員、グランドスタッフなどの就職面接に備
え、良い第一印象、魅力的な話し方、話の内容構成
について実践的に学ぶ。

１
通

60 4 ○ ○ ○

18 ○
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
Ⅱ

Ⅰに引き続き、客室乗務員、グランドスタッフなど
の就職面接に備え、良い第一印象、魅力的な話し
方、話の内容構成について実践的に学ぶ。

２
通

60 4 ○ ○ ○

19 ○
ｾﾙﾌﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ
Ⅰ

自らの魅力をよりアピールするための表現力を身に
つける。人前でのプレゼンテーション能力も高め
る。

１
通

120 8 ○ ○ ○

20 ○
ｾﾙﾌﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ
Ⅱ

Ⅰに引き続き、自らの魅力をよりアピールするため
の表現力を身につける。人前でのプレゼンテーショ
ン能力も高める。

２
通

120 8 ○ ○ ○

21 ○
ｴｱﾗｲﾝ
ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
Ⅰ

航空業界、または目指す業界に必要な基礎知識を身
につけるとともに、社会の仕組み、働く意味、キャ
リアプランを考える。また、採用試験について学
び、自己分析と受験のための知識領域を広げる。

１
通

60 4 ○ ○ ○

22 ○
ｴｱﾗｲﾝ
ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
Ⅱ

Ⅰに引き続き、社会人になるにあたって、必要な教
養・知識を身につける。採用試験について学び、自
己分析と受験のための知識領域を広げる。

２
通

60 4 ○ ○ ○
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23 ○
ｴｱﾗｲﾝ
業界研究(CA)
Ⅰ

客室乗務員の仕事のシミュレーションに参加させる
ことにより、仕事内容を理解させるとともに、CAに
求められる資質に気づかせる。ホスピタリティマイ
ンドを身につける。

１
通

30 2 ○ ○ ○

24 ○
ｴｱﾗｲﾝ
業界研究(GS)
Ⅰ

GSの仕事について詳しく知ってもらい、GSはどのよ
うな人材が求められるかをしっかり把握する事によ
り、今後の目標をより明確にする事を目的とする。

１
通

30 2 ○ ○ ○

25 ○ 空港業務概論

航空会社、航空関連企業に必要となる航空専門知識
を身につける。また、航空会社、航空関連企業の
様々な仕事を研究し、学生自身が、自分の興味ある
分野を知り、就職に向けた準備をする。

１
通

60 4 ○ ○ ○

26 ○ 中国語Ⅰ

中国語の標準的な発音・ピンイン・基本的な文法の
習得を目標とする。テキスト課文を暗記し、中国語
から日本語、日本語から中国語への訳がスムーズに
できることを目指し、中国語を定着させる。

１
通

60 4 ○ ○ ○

27 ○ 中国語Ⅱ

Ⅰに引き続き、基礎文法と基礎会話の力をつける。
テキスト課文を暗記し、中日、日中の双方向訳がス
ムーズにできることを目指す。中国語検定準４級・
４級の合格を目標とする。

２
通

60 4 ○ ○ ○

28 ○
ｴｱﾗｲﾝ
業界研究(CA)
Ⅱ

Ⅰに引き続き、実践の場で活用できるスキルを身に
つける。２年間の集大成として、サービス業に携わ
るものとしての心遣いやおもてなしの心を深化させ
ていく。

２
通

30 2 ○ ○ ○

29 ○
ｴｱﾗｲﾝ
業界研究(GS)
Ⅱ

GSの仕事、どのようなGSが求められているかをしっ
かり理解させ、それに近づくにはどうしたらよいの
か、何をすればいいのかを明確にし、自分で考えて
行動できるようにする事を目的とする。

２
通

30 2 ○ ○ ○

30 ○ 航空貨物概論
航空会社、グランドハンドリング、通関業務、航空
貨物代理店などの国際航空貨物業界で幅広く活躍で
きる国際人としての人材育成を目的とする。

２
通

60 4 ○ ○ ○

31 ○ 海外研修
海外の航空会社での研修、現地大学での日本文化プ
レゼンテーション、ボランティア、英会話レッスン
などを体験する。

１
前

60 4 ○ ○ ○ ○

32 ○ ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語
日常生活上の英会話だけではなく、海外企業との書
類によるやり取りや、電話による応対などに使用す
る英語力を身につける。

１
前

60 4 ○ ○ ○

33 ○ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ
中部国際空港・県営名古屋空港にて、国際線・国内
線のグランドスタッフ業務の内容を理解するため、
現場での企業実習を実施する。

１
後

30 2 ○ ○ ○ ○
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34 ○ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ
中部国際空港・県営名古屋空港にて、国際線・国内
線のグランドスタッフ業務の内容を理解するため、
現場での企業実習を実施する。

２
前

30 2 ○ ○ ○ ○

35 ○ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅢ
二年次後期を中心に、内定先企業で実践的なトレー
ニングを受ける。

２
後

180 12 ○ ○ ○ ○

36

37

38

39

40

41

42

35

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間
（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

20

卒業要件：
①学年度を通じて出席すべき日数の5分の4以上出席している
②定期試験、再試験にて全科目を受験し、合格(評価60点以上)している

履修方法： 必修科目108単位、選択必修科目8単位、合計116単位を履修する

合計 科目 116 単位（単位時間）


